
境一中

自動運転バスと桜

「いいね「いいね！！」　がたくさん」　がたくさん

境町の桜スポット境町の桜スポット

桜の森パークの八重桜

桜堤は菜の花と桜が満開！

小島医院の枝垂桜

松岡町公民館

宮本町公園

特集

般若院の桜並木

香取神社
（宮本町

）

ふれあい
の里

●祝御入学おめでとうございます…2
●達磨市・さかい河岸フェスティバル…４
●生涯学習フェスティバル…6

● Topic 境町の人口が増加…8
●新区長・新人事…９
●境ニュース…12

●二十歳のつどい…18
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町内小中学校で入学式 新小学生 199 名、新中学生 201 名が誕生
（　）内は前年度新入生数

学校名 境小 長田小 猿島小 森戸小 静小 境一中 境二中

人数 90（77） 43（51） 31（23） 25（22） 10（10） 144（139） 57（69）

合計 199名（183名）＋16名 201名（208名）－7名

令和 7 年度令和 7 年度    新入生の数新入生の数 　4月 7日（月）、8日（火）に入学式が挙行され、199　4月 7日（月）、8日（火）に入学式が挙行され、199
名の新小学生と、201 名の新中学生の児童生徒が期待に名の新小学生と、201 名の新中学生の児童生徒が期待に
胸を膨らませ、本格的に新年度がスタートしました。入学胸を膨らませ、本格的に新年度がスタートしました。入学
式では、先生や上級生などに温かく迎えられた新入生が緊式では、先生や上級生などに温かく迎えられた新入生が緊
張した面持ちで入場しました。担任の先生から一人ずつ名張した面持ちで入場しました。担任の先生から一人ずつ名
前を呼ばれると、大きな声で「はい！」と返事をしました。前を呼ばれると、大きな声で「はい！」と返事をしました。
　式が終了すると、教室で初めての学級活動。真新しい教　式が終了すると、教室で初めての学級活動。真新しい教
科書が配布され、これからの学校生活への期待で、キラキ科書が配布され、これからの学校生活への期待で、キラキ
ラとした笑顔を見せていました。ラとした笑顔を見せていました。

長田小

猿島小

静小
静小

境一中

境一中

境二中

境二中

森戸小静小

境小

境小

境小

長田小猿島小

森戸小

境一中境二中

長田小

森戸小猿島小

各小中学校の新入生に向けて贈られ
た橋本町長からのビデオメッセージ
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境
逹
磨
市

だ
る
ま
を
買
っ
て
大
願
成
就
！

第28回

　

１
月
12
日
（
日
）、
役
場
通
り
に

て
５
年
ぶ
り
の
「
境
町
達
磨
市
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
早
春
の
境
町
を
彩
る
風
物
詩
と
し

て
、
達
磨
の
販
売
や
露
店
や
地
元
商

店
街
の
テ
ン
ト
が
立
ち
並
び
約
二
千

人
を
超
え
る
多
く
の
来
場
者
な
ら
び

に
、
華
や
か
な
着
物
姿
の
新
成
人
で

賑
わ
い
ま
し
た
。

　
毎
回
行
列
が
で
き
る
「
境
ス
タ
ン

プ
会
福
袋
抽
選
会
」
で
は
、
６
５
０

名
分
の
福
袋
や
商
品
券
が
用
意
さ

れ
、
今
年
も
多
く
の
方
が
並
ぶ
大
盛

況
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
境
町
が
推
進
す
る
「
境
町

子
育
て
シ
ェ
ア
タ
ウ
ン
」
は
、
子
育

て
世
帯
が
楽
し
め
る
参
加
型
ブ
ー
ス

を
用
意
し
、
親
子
で
ゲ
ー
ム
や
パ

ワ
ー
ス
ト
ー
ン
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
作
り

な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
五
輪

会
演
舞
や
、
琉
球
國
祭
り
太
鼓
茨
城

支
部
エ
イ
サ
ー
演
舞
が
出
演
し
、
会

場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

縁
起
の
良
い
逹
磨
と

色
あ
ざ
や
か
な
着
物
姿
が

彩
る
新
春
イ
ベ
ン
ト

逹磨市会場は多くの来場者で賑わいました

華やかに五輪会演舞 琉球國祭り太鼓茨城支部によるエイサー演舞

福
引
に
は
長
い
列
が
で
き
ま
し
た

臼
と
杵
で
ペ
っ
た
ん
！

手
作
り
の
素
敵
な
絵
馬
を
持
っ
て

「
は
い
、
ポ
ー
ズ
♪
」

お
気
に
入
り
の
だ
る
ま
を
見
つ
け
た
よ

ア
ク
セ
サ
リ
ー
作
り
コ
ー
ナ
ー
に
て

上
手
に
色
付
け
で
き
た
か
な
？

サイコロ
ゲームで
福袋獲得！

第 18回第 18回 さかい河岸フェスティバルさかい河岸フェスティバル
　4月12日（土）、利根川河川敷にて、さかい河岸フェスティバル　4月12日（土）、利根川河川敷にて、さかい河岸フェスティバル
実行委員会（飯田達彦実行委員長）の主催により、今年で18 回実行委員会（飯田達彦実行委員長）の主催により、今年で18 回
目となる「さかい河岸フェスティバル」（旧菜の花フェスティバル）を、目となる「さかい河岸フェスティバル」（旧菜の花フェスティバル）を、
６年ぶりに開催しました。当日は天気にも恵まれ、河川敷は約1６年ぶりに開催しました。当日は天気にも恵まれ、河川敷は約1
万人の来場者で賑わいました。会場では、満開の菜の花の中、さ万人の来場者で賑わいました。会場では、満開の菜の花の中、さ
かい 4Hクラブによるトラクター遊覧や、はしご車体験、ドローンかい 4Hクラブによるトラクター遊覧や、はしご車体験、ドローン
撮影、エアボート乗船体験、ガチャポン抽選会、ヘラクレスショッ撮影、エアボート乗船体験、ガチャポン抽選会、ヘラクレスショッ
プや日光さる軍団のショーなどが行われました。プや日光さる軍団のショーなどが行われました。
　また、町内農家や飲食店等による「菜の花商店街」が出店され、　また、町内農家や飲食店等による「菜の花商店街」が出店され、
地元産の新鮮野菜や飲食物が販売されました。特設ステージでは、地元産の新鮮野菜や飲食物が販売されました。特設ステージでは、
五輪会演舞、茨城アフターデスティネーションキャンペーン応援隊五輪会演舞、茨城アフターデスティネーションキャンペーン応援隊
の “ いばらき若旦那 ”の発表が行われ、来場者の目を楽しませての “ いばらき若旦那 ”の発表が行われ、来場者の目を楽しませて
いました。いました。

橋
本
町
長
も
餅
つ
き
に
参
加
し
ま
し
た
！
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28第 回

キムタムによる演奏

五輪会による演舞

境二中吹奏楽による演奏

Y’pep によるダンスステージマイ体操アトラクション

茶道教室によるお茶会 子どもアートチャレンジ作品

境一中吹奏楽部による演奏

ロープマジックにドキドキ

今年今年もも元気元気にに開催！開催！

USAGI-YA による演奏

三味線教室による演奏境高校吹奏楽部による演奏

参加者みんなで大いに盛り上がったフィナーレ

太極拳教室による演舞

会場の皆さんも一緒に楽しく！元気に！ 作品鑑賞を楽しむ皆さん いろいろな作品を鑑賞する皆さん

美味しいパンの販売もありました
　
２
月
15
日
（
土
）、16
日
（
日
）

昨
年
に
引
き
続
き
「
第
28
回
生

涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
各
施
設
の
講
座
生
や
文
化
協

会
加
入
団
体
、境
高
校・境
一
中・

境
二
中
の
吹
奏
楽
部
、
境
高
校

の
応
援
団
、
町
内
で
活
動
し
て

い
る
団
体
等
の
発
表
も
行
わ
れ
、

２
日
間
で
全
28
団
体
が
参
加
し
、

７
０
０
名
以
上
の
方
々
が
来
場

し
ま
し
た
。
歌
や
ダ
ン
ス
、
楽

器
演
奏
の
ほ
か
、
そ
れ
ぞ
れ
が

日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
表
し

ま
し
た
。
茶
道
教
室
に
よ
る
お

茶
会
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
２
日
目
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
で
は
、

参
加
者
全
員
で
「
上
を
向
い
て

歩
こ
う
」
を
合
唱
し
、
会
場
一

体
と
な
っ
て
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　

来
場
者
か
ら
は
「
会
場
を
盛

り
上
げ
て
く
れ
た
司
会
や
高
校

生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
境
高
校
の

応
援
団
に
元
気
を
も
ら
い
ま
し

た
」「
生
の
舞
踊
や
弾
き
語
り
を

見
る
こ
と
が
で
き
、
良
い
体
験

が
で
き
ま
し
た
」
な
ど
の
声
が

多
く
聞
か
れ
、
楽
し
い
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
２
月
28
日
（
金
）
～

３
月
６
日
（
木
）
に
は
、
ふ
れ

あ
い
の
里
に
お
い
て
作
品
展
も

行
わ
れ
、多
く
の
来
場
者
が
様
々

な
作
品
を
観
賞
し
ま
し
た
。
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境町の人口が　   名増 !!

R1 R2H14 H30

-158

H15 H16 H17

-37

H18 H19

-181

H20 H21

-143

H22 H23

-126

H24 H25

-93

H26 H27

-86

-146

-281

-87 -92

-198

-138

-93

+150

+74
+58

+76
+56

■転入増加　　■転出増加

（人）

（年度）H29H28

-102

+186

R4 R5R3 R6

※社会動態とは、市町村間の転入・転出による人口の増減
令和 7年 3月 31日時点

+158

+272

令和6年度

67

令和 7年 3月完成　第 7期定住促進住宅
「�アイレットハウスマハロタウンⅡ」（住吉町）

大注目‼手厚い移住・定住子育て支援政策が大好評

各行政区の　　　　　　　　　令和 7 年度

区長さんを紹介します
　令和７年度の新区長さんをご紹介します。区長さんには、住民と町のパイプ役として住みよい
まちづくりのためにご活躍いただきます。

地区 行政区名 区長名 世帯数

境
　
　
　
地
　
　
　
区

本船町 塚
ツカハラ
原　実

ミノル
　 33

下仲町 宇
ウ ダ
田　彰

アキシゲ
重 18

上仲町 箱
ハコジマ
島　綱

ツナオ
男 29

上町 小
コジマ
島　峰

ミネノリ
教 106

住吉町第１区 岩
イワイ
井　正

マサヒコ
彦 94

住吉町第２区 新
アライ
井　裕

ヒロアキ
明 139

住吉町第３区 関
セキ
　朗
アキヒコ
彦 89

宮本町 廣
ヒロセ
瀬　勝

カツノリ
則 184

坂花町 稲
イナガキ
垣　典

ヨシヒロ
宏 43

新吉町 田
タナカ
中　壮

ソウイチ
一 75

山神町第１区 染
ソメヤ
谷　時

トキカズ
一 169

山神町第２区 池
イケダ
田　耕

コウタロウ
太郎 152

旭町１区 髙
タカハシ
橋　勇

ユウゾウ
三 107

旭町２区 宮
ミヤモト
本　幹

ミキオ
夫 89

旭町３区 堀
ホリコシ
越　幹

ミキオ
夫 96

松岡町第１区 荒
アライ
井　幸

ユキオ
男 119

松岡町第２区 丸
マルヤマ
山　勝

カツミ
美 165

松岡町第３区 河
カワシマ
嶋　敏

トシアキ
察 125

陽光台 野
ノグチ
口　昌

マサオ
夫 210

長
　
田
　
地
　
区

蛇池 飯
イイダ
田　利

トシアキ
明 84

長井戸１区 櫻
サクライ
井　武

タケシ 220
長井戸２区 相

サガラ
良　行

イキオ
夫 330

猿山 栗
クリタ
田　栄

サカエ 86
下砂井 石

イシカワ
川　和

カズオ
男 96

栗山 上
ウエノ
野　三

ミツオ
男 59

西泉田 吉
ヨシダ
田　亮

マコト 277
上小橋 本

モトジマ
島　昭

アキヒコ
彦 129

地区 行政区名 区長名 世帯数

猿
　
島
　
地
　
区

金岡 稲
イナガキ
垣　政

マサイチ
一 48

浦向 内
ウチウミ
海　一

カズオ
夫 145

下小橋 榧
カヤバ
場　繁

シゲアキ
昭 121

染谷 齊
サイトウ
藤　邦

クニアキ
明 107

大歩 落
オチアイ
合　静

シズコ
子 121

中大歩 関
セキツカ
塚　透

トオル 37
内門本田 栗

クリハラ
原　公

キミオ
男　 81

内門新田 栗
クリハラ
原　行

ユキオ
雄 38

井草 鈴
スズキ
木　藤

フジエ
英 89

七軒 岸
キシモト
本　俊

トシヒロ
博 55

喜五郎 山
ヤマモト
本　新

シンイチ
一 56

山崎南 坂
サカイ
井　光

ミツハル
治 60

山崎北 中
ナカヤマ
山　純

スミオ
男 70

森
　
戸
　
地
　
区

伏木北部 田
タムラ
村　幸

コウキチ
吉 70

伏木中部 西
ニシヤマ
山　君

キミオ
夫 194

伏木南部 染
ソメヤ
谷　卓

タクオ
勇 150

一ノ谷 野
ノグチ
口　昌

マサヒロ
弘 52

百戸 長
ナガノ
野　久

ヒサオ
雄 125

桐ヶ作・新田戸 木
キムラ
村　明

アキオ
雄 39

若林蓮台 中
ナカムラ
村　悟

サトル 160
若林新田 羽

ハトリ
鳥　勝

カツミ
美 80

若林本田 風
カザミ
見　敏

トシフミ
文 138

静
　
地
　
区

塚崎一 針
ハリガイ
貝　郁

イクオ
雄 200

塚崎二 大
オオガ
賀　政

セイジ
治 206

稲尾 青
アオキ
木　昭

ショウイチ
一 70

志鳥 金
カ ナ ク ボ
久保　幸

コウキ
基 89

横塚 島
シマネ
根　孝

タカオ
男 39

　世帯数については令和7年5月20日現在（敬称略）

　町では移住定住政策として、ＰＦＩを
活用した定住促進住宅「アイレットハウ
ス」の整備を行っており、これまでにマ
ンションタイプを第４期まで整備（全
108戸）、第5・6期として戸建て住宅
タイプを整備（全44棟）してきました。
すべて満室となっており、当町の定住人
口の増加や地域の活性化に寄与していま
す。
　前回整備したアイレットハウスマハロ
タウンに続き、令和7年3月には第7
期定住促進住宅「マハロタウンⅡ」の戸
建住宅21棟が完成しました。入居募集
において、全国各地、海外より256件
もの入居申込みをいただき、境町が移住
先として全国的に注目を集めています。
　マハロタウンⅡの完成により、70名
を超える子育て世帯が境町へ転入したと
ころ、令和6年度の転入・転出の合計が
＋272人となり、これまでの定住促進
住宅事業の成果が現れています。

境町は移住先として大注目

アイルランド 1 件

海外

where are you from?

Youはどこから境町へ？

香川県　1 件

山形県 1 件　宮城県 2 件　

東北

九州
福岡県　1 件 　宮崎県　1 件
熊本県　1 件    

大阪府  1 件　
兵庫県  1 件

愛知県 4 件　長野県 2 件　

沖縄県  2 件
沖縄 北海道

北海道  6 件

埼玉県  68 件　千葉県  29 件
東京都  32 件　神奈川県  19 件
栃木県  11 件　群馬県  3 件

茨城県  62 件富山県 2 件　新潟県 2 件

東海

関東

広島県 1 件　和歌山県 1 件
岡山県 １件　山口県 1 件

中国

中部

関西

四国

      全国各地・海外から　　　
件の応募が！256

TOPIC

大注目

‼

な

ん
と ‼

■境町の人口増減

R1 R2H300

-50

-100

-150

-200

（人）

R4 R5R3

-166

- 67
-20

-68
-101

+67
+50

-225

■境町人口の社会動態

R6

2025.1-2-3-4-5   Sakai town2025.1-2-3-4-5   Sakai town99 882025.1-2-3-4-5   Sakai town2025.1-2-3-4-5   Sakai town

　境町が「田舎暮らしの本 2025年 2月号」（宝島社）の「移住者増の人気地ベスト 100」で全国１位を獲得！
テレビや雑誌など多くのメディアで取り上げられるなど、今境町が全国から注目され移住者が増えています！
その成果も後押しし、令和 6年度に境町の人口が 67名増加しました。

７年ぶり
に人口増加

9年で
833人
　社会増！



H26 → R7

境町職員採用者数と女性管理職数の推移

平成 27 年と平成 28 年は 4月採用と中途採用を合算したもの

女性管理職は課長補佐以上の役職の人数を示す

人数
（単位：人）

H26 年度から
女性管理者数
4.5 倍

20

15

10

5

0

年度
（平成：H令和：R）

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 R2 R3 R4 R5 R6 R7

新規採用者数 (人) 3 20 12 13 10 14 16 5 10 11 7 5 3 9 1 7

うち新規女性採用者 ( 人 ) 2 4 6 4 3　 7 10 3 8 7 3 3 3 5 1 7

女性管理職 (人 ) 2 2 1 4 4 6 11 12 14 14 17 17 17 21 19 18

新規男性採用者数 新規女性採用者 女性管理職数

積極的な女性登用

令和 7 年度の女性管理職は 18 名、
管理職員に占める女性職員の割合は
25％で、境町特定事業主行動計画で
掲げた目標値を達成しています！
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職員受入

女性管理職

登用

女性職員

登用 様々な機関へ

派遣職員

管理職

Voice

▲

埼玉県春日部市から、研修派遣として地方創生課に配属とな
りました。先進自治体として全国的に有名な境町の現場で学ばせていた
だきつつ、微力ながら移住・定住促進施策等のお手伝いをできればと思
います。どうぞよろしくお願いいたします。

Voice

▲

全国平均の約４倍の外国人英語講師数、英検受験料補助、ハ
ワイ・ホノルル市での児童生徒のホームステイをはじめとする国際交流
など、英語教育に力を入れている境町で、県職員としての経験を生かし、
子どもたちのため更なる充実に尽力してまいります。

大竹　良彦

経験を活かし学校と行政の連携をサポート
教育次長

Profile

▲

　
2018 年　茨城県教育庁義務教育課
　　　　　 生徒指導推進室　　　　　　　　
2020 年　堀原運動公園　　　　　
2021 年　茨城県スポーツ協会　

境町の取り組みを学び地方創生を共に推進

本橋　勇次郎　　
地方創生課　係長　

Profile

▲

　
2013 年　春日部市役所入庁（社会教育課）
2016 年　シティセールス広報課
2020 年　生活支援課

久喜市出身、春日部市在住
趣味は子どもと公園巡り、水泳
特技は野鳥の識別

龍ケ崎市出身、境町在住
趣味は音楽鑑賞、登山、特技はギター演奏

春日部市
から派遣

常総市出身、八千代町在住。前職は野外研
修施設にて体験活動やイベント企画を担当。
趣味はこどもとイベント巡り、ピザ作り

Voice

▲

生まれ育った境町で働く
ことができ、大変嬉しく思います。
愛着のある地元、境町に貢献でき
るよう、責任感を持ち精一杯努めて
参ります。まだまだ未熟ではありま
すが、よろしくお願いいたします。

Voice

▲

一職 員として胸を張り、
住民の皆様から愛されるまちづく
りを進めるために一日でも早く業務
内容を覚え、町の施策に貢献でき
るよう精一杯努めて参ります。 ど
うぞよろしくお願いいたします。

主事　染野　貴子 主事　大久保　雛
秘書公室　まちづくり推進課 企画部　地方創生課

つくば市出身、境町在住。
前職は外資系企業、ベンチャー企業に従事。
趣味は子どもと散歩、子育て！

Voice

▲

魅力的で推進力のある境町
の大ファンになり、昨年春に移住して
きました。職員として今後の町の進化
に携わらせていただけることを光栄に
思います。少しずつ町の力になれるよ
う努力してまいります。

境町出身、境町在住。
趣味は映画鑑賞、旅行、編み物。特技はピ
アノ　

新　規　
採　用　
職　員　

Voice

▲

魅力ある境町で、私も住
民の皆様の健康に貢献したいと思
いました。これまでの経験を生かし、
町民の皆様が健康に生活できるよ
うに精一杯努力したいと思います。

町民生活部　健康推進課

松伏町出身、幸手市在住。看護師、医療大
学で教員として従事。趣味は編み物、旅行。
特技は剣道。

保健師　赤羽根　明佳
危機管理部　防災安全課

五霞町出身、五霞在住。会計年度任用職員
として、３年間教育学習課に従事。趣味は
ソフトテニス、映画鑑賞、そば打ち

Voice

▲

発展し続ける境町に貢献
できるよう、責任を持ち業務に取り
組み、町民の方がより安心して暮ら
せる町づくりに努めて参ります。よろ
しくお願いいたします。

主事　藤城　萌

秘書広聴課　多文化共生推進室
主事　佐藤　今日子

Voice

▲

日々の業務を通じて、町
民の皆さんがより住みやすいまち
づくりに尽力してまいります。よろ
しくお願いいたします。

建設農政部　農業政策課

筑西出身、筑西在住。
趣味はサッカー観戦。特技は料理。

主事　髙橋　愛実
福祉部　保険年金課

筑西出身、筑西在住。
趣味は旅行、音楽鑑賞、ラーメン屋巡り

Voice

▲

町の皆様との関わりを大
切にし、信頼される職員となれるよ
う、精一杯日々の業務に取り組ん
で参ります。よろしくお願いいたし
ます。

主事　武井　彩夏

境町境町のの人事人事を紹介しますを紹介します境町の人事を紹介します
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境トリニタスは、ONODERA GROUP と 2025 シーズンよりアドバイザー
契約を結び、選手の雇用及びクラブの地域活性化に協力いただいています。

菅谷ゆめのさんがウィンターカップ
2024に出場

　第 77 回春季関東地区高等学校野球茨城県大会において、境高校野球部が 37 年ぶ
りに決勝進出を果たし、関東大会への出場権を獲得しました。初戦から準決勝まで、
すべて終盤での逆転で勝ち上がった境高校。準々決勝の水戸啓明戦と準決勝の水城戦
では、延長タイブレークで勝利するなど、粘り強い野球で快進撃を続け、見事準優勝
に輝きました。2022 年には創部以来初となる夏大会ベスト 4 入りを果たし、その先
輩の姿に憧れ、超えるべく日々の練習を積み重ねてきた選手たち。37 年ぶりの関東
大会への切符をつかみとった境高校野球部のさらなる活躍に期待しています。

　第 77 回全国高等学校バスケットボー
ル大会（ウィンターカップ 2024）に、
東海大学付属諏訪高等学校 3 年でバス
ケットボール部キャプテンを務める菅谷
ゆめのさん（長井戸）が出場しました。
菅谷さんは中学時代にもキャプテンを務
め全国大会（全中、ジュニアウィンター
カップ）に出場し、ベスト 16 を 2 度経
験するなど活躍してきました。
　今後の菅谷さんのより一層のご活躍に
期待いたします。

試合で活躍する菅谷さん
「P＆ P 浜松提供」
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第 73 回
境町グラウンド・ゴルフ協会大会

◆男子の部（敬称略）
第１位　関　　誠治（猿山）	 32 ホール　68打　
第２位　本谷　　浩（浦向）	 32 ホール　71打
第３位　高野　正夫（大歩）	 32 ホール　72打
◆女子の部（敬称略）
第１位　木村　幸子（山崎南北）	32 ホール　63打
第２位　橋本　和子（西泉田）	 32 ホール　71打
第３位　岡安　和子（松岡町）	 32 ホール　75打
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R6 年 11/7
第 72 回
境町グラウンド・ゴルフ協会大会大会
会場：ふれあいの里　出場者数：213名会場：ふれあいの里　出場者数：221名

◆男子の部（敬称略）
第１位　猪瀬　晴男（西泉田）	 32 ホール　69打　
第２位　石塚　幸男（長井戸南）	32 ホール　70打
第３位　原　　直樹（若林蓮台）	32 ホール　73打
◆女子の部（敬称略）
第１位　鈴木美代子（旭町）	 32 ホール　74打
第２位　青木すみ子（大歩）	 32 ホール　76打
第３位　岩崎　久子（蛇池）　　32ホール　77打

国際交流友の会の会長として、これまで、言葉の違いに困っ
ている外国の方々の力になりたいと日本語教室での活動やコ
ミュニティ作りに尽力してまいりました。また、境町が行う
様々な国との国際交流事業の一助になれたことが、この度の
受賞につながったのだと思います。ありがとうございました。

国際交流の
発展に貢献

地域社会
福祉に貢献

　平成 31 年１月までの 13 年間、国際交流
友の会「さ・か・い」の会長として、町内
在住の外国籍の方を対象に、ボランティア
で日本語教室を開催し日本語や日本の生活スタイル等を学ぶ機会を
提供するとともに、外国籍の皆様のコミュニティ作りに貢献されま
した。
　また、平成 30 年 12 月からは境町国際交流協会の会長として、境
町の国際交流の各種施策に取り組むとともに、アルゼンチン共和国
と境町との交流では、町内小学校から 12 名の児童を同国に派遣する
事業に同行し、子どもたちの国際感覚の育成にお力添えをいただき
ました。

　令和５年７月までの 30 年間、保護司を
つとめ、社会奉仕の精神をもって罪を犯し
た人や非行のある少年の円滑な社会復帰を
支援するとともに、地域の犯罪や非行の予防を図る活動を通じて個
人や公共の福祉に大きく貢献をされました。
　また、「朗読ボランティアすばる」の会長として、広報さかい等の
情報紙を読み上げたカセットテープを作成して、高齢者世帯や介護
施設入所者の皆様に配布を行うボランティア活動に尽力されたほか、
町内小学校を訪問して、児童への朗読の読み聞かせを通してコミュ
ニティを図るとともに、児童の読解力や想像力、共感力の育成にお
力添えをいただきました。

VOICE VOICE

肥後 輝代さん
（西泉田）

酒井 基子さん
（住吉町）

元国際交流友の会「さ・か・
い」会長・境町国際交流
協会会長

元保護司・元朗読ボラン
ティアすばる会長

長年にわたる
町への功績をたたえて自治功労者表彰

茨城県町村会・茨城県町村議会議長会令和令和
7年度7年度

約 40 年前、この町に転入しました。早く町になじみたい
と機会を求めていた時に朗読ボランティアに出会いました。
以来、その活動を通して様々な人と出会い、町の施策のほ
んの少しのお手伝いをしたことが、この度の受賞につながっ
たものと感謝いたします。

主将　
羽部 統真さん
春の県大会で準優勝
することができて本
当に嬉しいです。こ
の結果は、自分たち

interview

境スポNEWS

第第 77回春季関東地区高等学77回春季関東地区高等学校野球関東大会に出場校野球関東大会に出場

37 年ぶり！37 年ぶり！
境高校野球部境高校野球部

第 77回春季関東地区高等学校野球関東大会に出場

長野県予選会で優勝した際の様子
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　ニッパツ三ツ沢球場にて開催された横
浜 FC のホームゲームにおいて、境トリ
ニタスの選手が、横浜 FC のオフィシャ
ルパートナーであるONODERA GROUP 
MATCH 横浜 FC 対町田セルビア戦の、
ボールパーソンを務め、ハーフタイムの
際にはピッチにて横断幕を掲げながら周
回し、境町の道の駅の PR をしました。　
　悪天候のなか、選手たちはボールパーソ

境トリニタスが横浜 FCの
ホームゲームイベントに登場

参加した境トリニタスのメンバーで記念撮影

応援ありがとうござ
います。夏に向けて、
しっかりと練習して
いきたいと思います。

監督　
間中 大介さん

の力だけではなく、監督、コーチ、保護者、
そして地域の方々など、色々な人の支えが
あってこの結果になったと思います。もっ
と練習をして、夏の大会では優勝できるよ
うに頑張ります。

初めてのボールパー
ソンで、ピッチ内だ
けでなく、外からも
いつボールがくるか
を考えながら参加し
ました。サポーター
の応援の強い圧を感
じ、その中でプレー
する選手たちの鋼の
メンタルの強さを感
じました。今回の経
験をこれからのサッ
カーにいかしていき
たいです。

境二中　
海老原 心虎さん

（写真中央）

interview

ンという大役を任された中
で、しっかりと責任感を持
ち、大観衆の中で大事な役
割を成し遂げました。



境スタンプ会が町に寄付
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茨城さかいソーラー㈱が町に寄付

絆会が町に寄付

町内建設業５社、境町金融団が
日本赤十字社へ寄付

　茨城さかいソーラー㈱が町政に役立ててほしいと、
1,700 万円を寄付されました。

　絆会（篠原勉会長）が教育振興に役立ててほしいと、
30 万円を寄付されました。

グループホーム県西さわやかが町に寄付
　グループホーム県西さわやか（齊藤辰徳代表理事）
が福祉に役立てていただきたいと、10 万円を寄付さ
れました。

寄付に訪れた皆さん（写真左から㈱篠原工務店、㈱染谷建設工業、㈱新井建
設工業、㈱生井土建、㈱新栄開発）

　境スタンプ会（関
朗彦会長）が子ども
の教育に役立ててい
ただきたいと、11万
2,050 円を寄付され
ました。

寄付に訪れた
境スタンプ会の皆さん

昭和 25 年度 猿島中学校卒業同窓会
一同が町に寄付
　昭和 25 年度猿島中学校卒業同窓会一同が町政に役
立ててほしいと、11万 2,082 円を寄付されました。

　令和 6 年 10 月 6 日（日）、中央公民館にて開催さ
れた「境町文化協会民踊線歌部第 19 回チャリティー
発表会（小島茂代表）」の収益金 3 万 2,671 円を、教
育振興に役
立てていた
だきたいと
寄付されま
した。

民踊線歌部が町に寄付

寄付に訪れた
民踊線歌部の
皆さんNON 歌謡会が町に寄付

　令和 6 年 12 月1日 ( 日 )、中央公民館にて開催され
た 「荻野憲子と門下生によるチャリティー歌謡ショー（荻
野憲子会長）」の収
益 金 4 万 5,077 円
を福祉のために役立
てていただきたいと
寄付されました。

寄付に訪れた
NON 歌謡会の皆さん

㈱飯田製作所が町に寄付
　㈱飯田製作所（飯田正之代表取締役）が教育振興に
役立てていただきた
いと、50 万円を寄
付されました。

寄付に訪れた
㈱飯田製作所の皆さん

寄　付

　町内建設業５
社の皆さん、境
町金融団が、日
本赤十字社へそ
れぞれ寄付され
ました。

1/29

チャリティゴルフコンペ実行委員会が町に寄付
　令和６年７月 16
日（火）、チャリティー
ゴルフコンペ（中村
静 雄 実 行 委 員 長 ）
が行われ、収益金 3
万 5,000 円を教育
振興に役立てていた
だきたいと寄付され
ました。 寄付に訪れた実行委員会の皆さん

R6 年 12/7

R6 年 12/12

　新菱農機㈱（長澤一夫
代表取締役）が子育て
世帯の支援に役立ててい
ただきたいと、お米 2.6
トン（境町産コシヒカリ）
を寄贈されました。

新菱農機㈱が境町産コシヒカリを寄贈

寄贈に訪れた長澤聡専務
（写真左）

R6 年 12/18

R6 年 12/20

5/8

3/19

3/31

1/14

2/3

茨城境ライオンズクラブが町に寄付
　茨城境ライオンズク
ラブ（鹿久保通会長）
が教育振興に役立てて
いただきたいと、15 万
円を寄付されました。

R6 年 12/4

寄付に訪れた茨城境ライオンズ
クラブの皆さん

R6 年 12/20

1/28
松岡町いきいきクラブ千寿会にて
行政報告会を開催
　松岡町公民館で開催されたいきいきクラブ千寿会
の新年会にて橋本町長が行政報告会を行いました。

松岡町いきいきクラブ千寿会の皆さんと橋本町長（写真中央）

いきいきクラブ住吉町長寿会の皆さんと橋本町長（写真中央）

いきいきクラブ住吉町長寿会にて行政
報告会を開催
　住吉町公民館で開催されたいきいきクラブ住吉町
長寿会の新年会にて橋本町長が行政報告会を行いま
した。

　境町蛇池のお茶屋さん、飯田園（飯田耕平代表）
が「いばらきデザインセレクション」のシリーズ選
定を受賞しました。この賞は、茨城県の産業イメー
ジやブランド力向上につながる優れたデザインの商
品や活動を、県が表彰するものです。
　シリーズ選定の「さしま茶ティーバッグシリーズ」、
飯田園で収穫された茶葉を 100％使用し、ティーバッ
グ素材には不織布、一煎袋の外袋は紙を採用して環
境に配慮している。優しい色合いと小紋使いが上品
で、飯田園の歴史と上質さがよく表現され評価され
ての受賞となりました。

「いばらきデザインセレクション2024年」
飯田園がシリーズ選定を受賞

上
品
な
モ
ノ
グ
ラ
ム
柄
の
デ
ザ

イ
ン
が
施
さ
れ
た
、
４
種
の
さ

し
ま
茶
テ
ィ
ー
バ
ッ
グ

茨城むつみ農協が
黄色の安全帽子を寄贈

寄贈に訪れた関常任理事
（写真左）

　茨城むつみ農協（関稔常任理事）より、この春入
学の小学１年生児童
の登下校時の安全を
願って、黄色の交通
安全帽子が町内小学
校の新入生 199 名
に贈られました。

常陽銀行が防犯ブザーを寄贈
　常陽銀行（高野真明境支店長）より、この春入学の
小学 1 年生の防犯に役立てていただきたいと防犯ブ
ザ ー が 新 入 生 199
名に贈られました。

寄贈に訪れた高野境支店長
（写真左）

3/25

㈱新井建設工業、中和建設㈱が日本赤十字社より表彰
　㈱新井建設工業、中和建設㈱に対し、日本赤十字社の社長感謝状が日
本赤十字社茨城県支部境町分区長（橋本町長）から伝達されました。こ
の表彰は、日赤特別社資において多額の協力を頂いた事業所に贈られる
ものです。

5/8

新井代表取締役（写真左）・中村和夫代表取締役（写真右）

表　彰
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さかい文芸

● JR古河駅／東武線東武動物公園駅から
　朝日バス「境車庫」方面
　　│約 40分
　「坂花町」下車

●圏央道境古河 ICから車で約１０分

●東京駅から
　高速バス東京駅境町線
　　│　約８０分
　自動運転バス
　　「境町高速バスターミナル」
　　　│　約 40分
　　「干し芋カフェ」下車

https://www.sakaimachi.jp/shukusampo-museum.html
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境町自動運転バス (ARMA)
運行情報

主催 境町役場

S-Gallery 粛
し ゅ く さ ん ぽ う

粲寶美術館
茨城県猿島郡境町 1455-1 TEL:0280-23-4148

《無題》フロレンシア・ビリエガス　12 才　アルゼンチン共和国　
カナガワビエンナーレ国際児童画展　第 17 回展（2013 年）入選作　© 神奈川県

自作を前にして、遠藤彰子ホームページより

世界の
こどもたちの
絵画展

10：00 ～ 17:00（入館は 16:30 まで）

休館日：月・火曜日、1 月 11 日（1 月 9 日は開館）

18 歳未満、65 歳以上は無料（年齢が確認できるものを提示）
各種障がい者手帳をお持ちの方と付き添い 1 名無料

入館料：330 円

2023 年
1 月 5 日 木8～ 2 月 26 日 日8 

遠
えんどうあきこ

藤彰子（武蔵野美術大学名誉教授） 武蔵野美術短期大学美術科を卒業後、美術団体の二紀会、女流美術協会に出品。1986 年に安井賞展で安井賞受賞。
美術館やギャラリーで数多く個展を開催。

■交通アクセス

同時開催

遠
藤
彰
子展

● JR古河駅／東武線東武動物公園駅から
　朝日バス「境車庫」方面
　　│約 40分
　「坂花町」下車

●圏央道境古河 ICから車で約１０分

●東京駅から
　高速バス東京駅境町線
　　│　約８０分
　自動運転バス
　　「境町高速バスターミナル」
　　　│　　約 40分
　　「干し芋カフェ」下車

https://www.sakaimachi.jp/shukusampo-museum.html
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境町自動運転バス (ARMA)
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Twitter

S-Gallery 粛
し ゅ く さ ん ぽ う

粲寶美術館
茨城県猿島郡境町 1455-1 TEL:0280-23-4148

■交通アクセス

主催
後援 駐日コロンビア共和国大使館

境町役場境町アートプロジェクト

休
館
日
：
月
・
火
曜
日
、
振
替
休
館
日
：
２
０
２
４
年
１
月
10
日
（
水
）

２
０
２
４
年
１
月
８
日
（
月
・
祝
）
は
開
館

開
館
時
間
：
午
前
10
時
〜
12
時
（
入
館
は
11
時
30
分
ま
で
）

午
後
13
時
15
分
〜
17
時
（
入
館
は
16
時
30
分
ま
で
）

年
末
年
始
休
館
：
12
月
29
日
（
金
）
〜
１
月
３
日
（
水
）

■
   18
歳
未
満
、
65
歳
以
上
は
無
料
（
年
齢
が
確
認
で
き
る
も
の
を
提
示
）

■
各
種
障
が
い
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
と
付
き
添
い
１
名
無
料

12
月
20
日
（
水
）
〜
１
月
20
日
（
土
）

２
０
２
４
年

２
０
２
３
年

入
館
料
：
３
３
０
円

シシ
エエ

歌歌
のの

Canción de Sie

コ
ロ
ン
ビ
ア
人
作
家
４
人
展

未
来
の
地
球
像
に
向
け
て

12 月 23 日

1 月 14 日

(土)

(日)

2023年

2024年
14 時~

15時30分

午前の部   10:15~11:45
　簡単なアーティストブック作り

午後の部  13:30~15:00
　ダンスパフォーマンス

アートと環境問題について日本語によるトーク

ワークショップ＆ギャラリー
トークの詳細は境町公式サイ
トでお知らせいたします

「壊れやすい世界」 エ クトル・シエラ （コロンビア人絵本作家）ギャラリートーク（先着 20 名）

ワークショップ（各先着 10 名）

【参加費無料】ワークショップ & ギャラリートーク開催！

シエの歌ポスターB2.indd   1シエの歌ポスターB2.indd   1 2023/11/14   17:35:222023/11/14   17:35:22

さかいアート

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
、
２
０
２
２
年

５
月
１
日
に
境
町
に
赴
任
し
、
こ
の
３
月
31
日

で
そ
の
任
務
を
終
え
ま
し
た
。

　
境
町
に
呼
ば
れ
た
主
な
任
務
は
、
国
際
児
童

画
展
の
立
ち
上
げ
で
し
た
。
境
町
は
、
姉
妹
都

市
の
マ
リ
キ
ナ
市
と
ホ
ノ
ル
ル
市
、
友
好
国
の

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
と
交
流
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
境
町
に
は
人
口
の
約
５
％
（
２
０
２
２
年

当
時
）
の
外
国
籍
の
人
々
が
住
ん
で
い
ま
す
。

境
町
の
こ
ど
も
、海
外
の
交
流
地
域
の
こ
ど
も
、

海
外
に
ル
ー
ツ
を
持
つ
境
町
の
こ
ど
も
た
ち
た

ち
が
絵
を
通
じ
て
、
互
い
の
生
活
や
文
化
を
学

べ
る
場
と
し
て
、
さ
か
い
ま
ち
国
際
児
童
画
展

に
な
れ
ば
よ
い
と
願
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
児
童
画
展
は
こ
ど
も
だ
け
の
世
界

で
終
わ
る
の
で
は
な
く
、
お
と
な
も
こ
ど
も
の

境
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
ア
ー
ト
活
動

境
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
ア
ー
ト
活
動

藤
原
敏
雄
（�

境
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊�

ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
）

▲�児童画展に来場した愛児園
の園児たちに解説を行いま
した

▲�２024年 2月境町生涯学習
フェスティバルのお茶席に
て

絵
を
観
て
、
こ
ど
も
の
そ
の
時
に
し
か
な
い
感

性
に
改
め
て
触
れ
、
ご
自
分
の
こ
ど
も
時
代
を

思
い
出
し
て
く
だ
さ
い
。
パ
ブ
ロ
・
ピ
カ
ソ
の

名
言
を
紹
介
し
ま
す
。「
こ
ど
も
は
誰
で
も
芸

術
家
だ
。
問
題
は
、
大
人
に
な
っ
て
も
芸
術
家

で
い
ら
れ
る
か
ど
う
か
だ
」。「
芸
術
家
」
は
プ

ロ
の
職
業
を
意
味
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
心

の
在
り
方
（
感
性
）
を
、
ピ
カ
ソ
は
投
げ
か
け

て
い
る
と
考
え
ま
す
。

　

さ
か
い
ま
ち
国
際
児
童
画
展
の
第
一
回
展

（
２
０
２
４
年
）
と
第
二
回
展
（
２
０
２
４
‐

２
５
年
）
を
開
催
す
る
他
に
、
三
つ
の
展
覧
会

を
企
画
、
開
催
し
ま
し
た
。
そ
の
一
つ
は
「
世

界
の
こ
ど
も
た
ち
の
絵
画
展+

遠
藤
彰
子
展
」

（
２
０
２
３
年
）
は
、
さ
か
い
ま
ち
国
際
児
童

画
展
の
最
初
の
開
催
の
前
に
、
国
際
児
童
画
展

を
知
っ
て
も
ら
う
為
に
開
き
ま
し
た
。「
遠
藤

彰
子
展
」
の
画
家
の
遠
藤
彰
子
先
生
は
、
自
分

が
運
営
に
関
わ
っ
た
「
カ
ナ
ガ
ワ
ビ
エ
ン
ナ
ー

レ
国
際
児
童
画
展
」
で
審
査
委
員
を
務
め
て
い

ま
す
。

　
「
シ
エ
の
歌 

未
来
の
地
球
像
に
向
け
て
」
展

（
２
０
２
３
‐
２
４
年
）
は
、
四
人
の
コ
ロ
ン

ビ
ア
人
（
米
国
在
住
）
を
招
い
て
、エ
コ
ロ
ジ
ー

（
環
境
保
全
）
を
テ
ー
マ
に
し
て
、
各
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
が
そ
の
専
門
領
域
（
写
真
、版
画
、パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
、
映
像
）
で
の
作
品
を
発
表
し
ま
し
た
。

緊
急
課
題
で
あ
る
環
境
破
壊
の
現
状
を
知
る
た

め
に
、
ま
た
環
境
を
ど
の
よ
う
に
守
っ
て
い
く

か
を
考
え
る
展
覧
会
で
し
た
。
展
覧
会
名
に
あ

る
「
シ
エ
」
は
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
高
地
に
住
む
先

住
民
の
言
葉
で
、
水
に
関
わ
る
宇
宙
観
や
自
然

観
を
表
現
す
る
音
楽
を
意
味
し
て
い
ま
す
。
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
環
境
に
な
る
べ
く
負
荷
を
か

け
な
い
ゴ
ム
板
版
画
と
日
光
写
真
で
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
ブ
ッ
ク
の
制
作
、そ
し
て
「
風
」「
水
」「
鳥
」

「
鼓
動
」「
リ
ズ
ム
」「
振
動
」
の
言
葉
か
ら
イ
メ
ー

ジ
し
た
ダ
ン
ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
、
そ
れ
ぞ

れ
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
が
行
い
ま
し
た
。

　

境
町
に
は
、
隈
研
吾
設
計
の
建
築
が
七
棟

（
２
０
２
４
年
当
時
）
あ
る
こ
と
か
ら
、
企
画

展
を
「
く
ま
さ
ん
ぽ 

隈
研
吾
建
築
と
境
町
」
展

（
２
０
２
４
年
）
に
し
ま
し
た
。
隈
研
吾
設
計
の

境
町
の
建
築
七
棟
を
パ
ネ
ル
紹
介
す
る
と
と
も

に
、
全
国
に
あ
る
隈
研
吾
建
築
の
な
か
か
ら
八

棟
の
建
築
の
模
型
の
展
示
を
行
い
ま
し
た
。
隈

研
吾
の
建
築
思
想
と
造
形
原
理（「
孔
」「
粒
子
」「
斜

め
」「
や
わ
ら
か
い
」「
時
間
」）
を
境
町
の
人
た

ち
に
知
っ
て
も
ら
う
小
さ
な
礎
と
な
る
こ
と
が

本
展
の
企
画
趣
旨
で
し
た
。
隈
研
吾
氏
に
よ
る

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
企
画
は
叶
え
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
本
展
に
向
け
た
隈
研
吾
氏
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
ビ
デ
オ
を
会
場
で
上
映
し
ま
し
た
。

　
Ｓ
‐
Ｇ
ａ
ｌ
ｌ
ｅ
ｒ
ｙ
粛
粲
寶
美
術
館
を
会

場
に
し
た
五
本
の
企
画
展
を
紹
介
し
ま
し
た

が
、
他
に
も
、
境
町
出
身
画
家
二
人
（
内
海
聖

史
氏
と
卯
野
和
宏
氏
）
に
よ
る
多
彩
な
企
画
の

展
覧
会
の
数
々
が
Ｓ
‐
Ｇ
ａ
ｌ
ｌ
ｅ
ｒ
ｙ
粛
粲

寶
美
術
館
で
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
境
町
の

こ
の
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
境
町
役
場
の

職
員
の
方
々
の
協
力
が
あ
っ
て
こ
そ
で
き
た
事

業
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
何
よ
り
も
、

企
画
展
に
足
を
運
ん
で
く
れ
ま
し
た
町
民
の
皆

様
に
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
美
術
、
芸
術
は

決
し
て
作
家
だ
け
で
は
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。
鑑

賞
者
の
目
が
必
要
で
す
。
引
き
続
き
境
町
の

ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
ご
注
目
ご
関
心
を
い

た
だ
け
ま
し
た
ら
あ
り
が
た
い
で
す
。
こ
の
辺

り
で
筆
を
置
き
ま
す
。

短
　
歌

日
が
落
ち
て 

群
青
空
に 

美
し
く 

金こ
ん
色じ
き
に
輝
く 

女
神
の
姿

ピ
ク
リ
と
も 

動
か
ぬ
浮
き
を 

釣
り
人
は 

ま
ん
じ
り
と
も
せ
ず 

あ
か
ず
眺
む
る

新
聞
の 

歌
壇
俳
壇 

読
み
し
あ
と 

卒
寿
の
我
に 

肥
料
の
如
し

栗
の
木
の 

白
く
咲
き
た
る 

長
き
花 

風
に
ゆ
ら
ゆ
ら 

花
の
見
事
さ

髪
切
り
て 

男
前
挙
げ
し 

わ
が
息
子 

優
し
さ
増
し
て 

頼
も
し
き
か
な

電
車
内 

暗
さ
に
慣
れ
て 

本
を
読
む 

人
は
明
る
き 

窓
辺
に
寄
り
ぬ

他
国
語
を 

聞
き
つ
つ
並
ぶ 

レ
ジ
の
前 

小
さ
な
町
に 

小
さ
な
笑
顔

朝
霞 

樹
々
の
青
葉
と 

若
葉
か
げ 

織
り
な
す
様
は 

精
気
に
満
つ
る 境

短
歌
会
　
山
鳩
　

川

上

京

子

川

村

米

子

古
谷
野
信
子

桜

井

レ

イ

五
月
女
三
枝
子

鈴
木
喜
與
子

松
岡
美
智
子

本
島
イ
ト
子

俳
　
句

令
和
七
年
一
月
　
境
町
文
化
協
会
俳
句
部

「
去こ
　ぞ年
今こ

と
し年

・
初
富
士
」
他
当
季
雑
詠

兼
題

ま
た
伸
び
し 

孫
の
背
丈
や 

去
年
今
年 

初
富
士
や 

影
絵
の
ご
と
き 

夕
景
色

※
去
年
今
年
と
は
、旧
年
を
送
り
、新
年
を
迎
え
た
意
味
を
指
す
「
初
春
」

の
季
語
の
こ
と
。
普
段
は
気
に
も
留
め
な
か
っ
た
孫
の
背
丈
だ
が
、初
春
、

逞
し
く
成
長
し
た
姿
に
感
激
更
に
期
待
を
寄
せ
る
作
者
な
の
で
あ
る
。

※
道
の
駅
周
辺
か
ら
、
特
に
、
川
の
一
里
塚
・
茨
城
百
景
記
念
公
園
ま
で

の
利
根
の
堤
防
は
、
霊
峰
富
士
と
名
城
関
宿
城
の
景
観
が
絶
妙
。
数
々
の

観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
相
俟
っ
て
、
毎
年
多
く
の
人
々
で
賑
う
。
こ
の
作
品
か

ら
も
、
そ
の
素
晴
ら
し
さ
を
伺
い
知
る
事
が
出
来
る
。

正
　
子

妙
　
子

家
族
ふ
え 

集
う
日
多
し 

去
年
今
年

老
い
て
今 

孫
に
頼
ら
れ 

去
年
今
年

初
富
士
や 

峰
に
も
勝
る 

父
母
の
愛

初
富
士
に 

健
康
願
い 

手
を
あ
わ
す

去
年
今
年 

変
は
り
な
き
身
に 

感
謝
せ
む

初
富
士
に 

安
泰
祈
る
　
利
根
の
橋

初
富
士
や 

凛
々
し
き
山す

容が
た 

襟
正
す

農
機
具
を 

納
屋
に
仕
舞
い
て 

去
年
今
年

澄
み
渡
る 

空
の
碧
さ
よ 

去
年
今
年

年
の
計 

秘
め
て
初
富
士 

仰
ぎ
け
り

初
富
士
や 

心
静
か
に 

幸
祈
る

初
富
士
や 

雲
寄
せ
つ
け
ず 

凛
と
在
り

初
富
士
や 

雄
姿
を
拝
す 

利
根
堤

初
富
士
や 

手
と
手
を
合
わ
す 

幸
の
文
字

諦
め
し 

望
み
数
え
る 

去
年
今
年

夫
婦
し
て 

障
子
紙
貼
り 

去
年
今
年

湯
け
む
り
の 

月
仰
ぎ
見
て 

去
年
今
年

ひ
ろ
こ

き
よ
乃

光
　
夫

晴
　
美

喜
　
一

す
み
子

む
り
き
　

雄
　
節

久
　
子

香
　
こ

芙
　
蓉

慶
　
子

信
　
子

幸
　
子

　
仁

春
　
年

　
学

令
和
七
年
初
句
会
成
績
（
一
月
十
八
日
・
席
題 

七な
な
く
さ
が
ゆ

草
粥
）

一
席
　
九
点
　
七
草
粥 

炊
き
て
身
重
の 

娘こ

を
想
ふ

二
席
　
八
点
　
老
い
て
な
ほ 

生
き
る
つ
も
り
の 

七
草
粥

三
席
　
八
点
　
庭
畑
の 

青
菜
も
加
え 

七
草
粥 

雄
　
節

信
　
子

久
　
子
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二十歳のつどい
実行委員
倉持 和輝 さん

　

令
和
７
年
１
月
12
日
（
日
）、

中
央
公
民
館
に
お
い
て
、「
令
和

７
年　
境
町
二
十
歳
の
つ
ど
い
」

が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

二
十
歳
の
健
や
か
な
心
身
の

成
長
と
成
人
と
し
て
の
門
出
を

祝
福
す
る
た
め
、
式
典
で
は
、

橋
本
町
長
を
は
じ
め
、
恩
師
の

方
な
ど
が
二
十
歳
に
な
ら
れ
た

皆
さ
ん
に
向
け
、
お
祝
い
の
言

葉
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
二
十
歳
の
皆
さ
ん
に
、

今
年
度
開
催
の
「
利
根
川
大
花

火
大
会
」
へ
の
招
待
と
、「
廻
転

鮨　
銀
座
お
の
で
ら　
境
町
店
」

の
食
事
券
２
０
０
０
円
分
を
町

か
ら
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
サ
プ
ラ

イ
ズ
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。「
サ

プ
ラ
イ
ズ
プ
レ
ゼ
ン
ト
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
」「
銀
座
お

の
で
ら
で
食
事
す
る
の
が
楽
し

み
」
な
ど
二
十
歳
の
皆
さ
ん
か

ら
感
謝
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

　

旧
友
た
ち
や
恩
師
と
の
再
開

に
笑
顔
が
あ
ふ
れ
、家
族
の
方
々

と
記
念
撮
影
を
し
た
り
、
昔
を

懐
か
し
ん
だ
り
と
、
会
場
で
は

二十歳の皆さんへ激励の言葉を
述べる橋本町長

境二中恩師・木村純也先生・
鈴木桂介先生による贈る言葉

境一中恩師・忍田清光先生
による贈る言葉

に
ぎ
や
か
な
様
子
が
伺
え
、
そ

れ
ぞ
れ
二
十
歳
に
な
っ
た
想
い

を
胸
に
、
新
た
な
第
一
歩
を
踏

み
出
し
ま
し
た
。

　
年
改
ま
り
希
望
溢
れ
る
今
日
の
よ
き
日
に
、

こ
の
よ
う
な
盛
大
な
式
典
を
挙
行
し
て
く
だ

さ
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま

た
、
ご
多
忙
の
中
、
橋
本
町
長
を
は
じ
め
、

た
く
さ
ん
の
ご
来
賓
の
方
々
に
ご
臨
席
を
賜

り
、
激
励
の
お
言
葉
を
頂
戴
す
る
こ
と
が
で

き
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。
こ
の

二
十
年
間
、
私
た
ち
は
家
族
、
友
人
、
先
生
方
、

そ
し
て
地
域
の
皆
様
、
多
く
の
方
々
に
支
え

ら
れ
な
が
ら
成
長
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
暖
か
く
見
守
り
、
時
に
は
厳
し
く

導
い
て
く
だ
さ
っ
た
す
べ
て
の
方
々
に
、
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
人
生
に
お
け
る
一
つ
の
節
目
を
迎
え
、
私
た

ち
の
行
動
、
発
言
は
今
ま
で
以
上
に
大
き
な
責

任
と
影
響
力
を
持
つ
こ
と
に
な
り
ま
す
。
広
い

視
野
で
物
事
を
見
つ
め
、
他
者
の
意
見
を
柔
軟

に
聞
き
入
れ
、
自
分
の
中
で
の
最
善
を
見
つ
け

る
力
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
私
た
ち
に
必
要
な
の

は
想
像
力
と
思
考
力
で
す
。
多
様
な
価
値
観
や

課
題
に
直
面
し
て
い
る
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
私

た
ち
に
は
他
者
を
い
た
わ
る
想
像
力
と
、
自
分

で
考
え
る
思
考
力
を
発
揮
し
て
い
く
こ
と
に
よ

り
、
新
し
い
時
代
を
築
い
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
現
状
に
甘
え
ず
、
変
化
を
恐
れ
ず
に
、

賢
く
挑
戦
し
続
け
る
こ
と
。
見
て
、
聞
い
て
考

え
る
こ
と
。
私
た
ち
は
、
こ
の
こ
と
を
胸
に
こ

れ
か
ら
先
の
人
生
を
、
こ
れ
か
ら
の
日
々
を
生

き
て
い
き
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
大
人
と
し
て
、
こ
れ
ま
で

受
け
た
多
く
の
恩
を
社
会
に
還
元
し
て
い
け

る
よ
う
、
考
え
、
責
任
を
持
ち
、
前
に
進
ん

で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
　
　【
一
部
抜
粋
】

謝　

辞

令和７年「二十歳のつどい」の対象者は、男性 148 名、女性 131 名の合計 279 名です。対象者が生まれた平成 16 年４月
２日から平成 17 年４月１日までの主な世相は、新紙幣が発行されました。5,000 円札に樋口一葉、1,000 円札には野口英
世が描かれた新紙幣が発行され 20 年ぶりにお札のデザインが新しくなりました。スポーツ界では、アテネオリンピックで
日本が史上最多の 16 個の金メダルを獲得しました。

出来事出来事

来賓紹介
加藤 由萌さん（栗山）

式典司会・進行
塚原 由良さん（山神町）倉持 和輝さん（若林）

謝辞
佐々木 優心さん（宮本町）

式典司会・進行国歌ピアノ伴奏
倉持 紗月さん（上小橋）

閉式の言葉
秋山 哲平さん（陽光台）

①芯の通った大人になること
②デザイナー
③両親へ
どんな時も一番近くで支えてくれて

①心理職に就くのが夢で、大学で心
理の勉強に励んでいます！
②パティシエール
③小中でお世話になった先生方
学校生活ではたくさん迷惑をかけま
したが、無事に成人を
迎えることができ
ました。ありがとう
ございました！

①限界を設けず無限に成長を
②心のおもむくまま自分らしく
生きること
③これまで出会った
すべての皆様へ
私という存在は、出
会った人々との会話
や出来事、思索の積
み重ねによって形づ
くられ、これから出
会う人たちにも、多く
を学ばせてもらうこ
とでしょう。すべて
の出会いに心
から感謝！

①人々の心を動かす俳優
②心霊研究家
③家族・友人

①管理栄養士
②ピアノの先生
③両親
様々なことに挑戦できた 20 年間で

①立派な大人になること
②設計士
③家族
ここまで育てていただいてありがと
うごさまいます。これからは少しで
も恩返しできるように頑張ります！

清水 優菜さん （浦向）
祝電披露

①頑張って仕事してたくさん遊ぶ
②ディズニーキャスト
③家族・友達へ
ずっと一緒にいてくれてありがとう！
これからもよろしくだよーう。
　　　　　　　　楽しんでこーう★　　　

未
来
へ
羽
ば
た
け　

１
５
７
名
の
二
十
歳
が
集
う

小田桐 弥南さん （井草）
開式の言葉

①仕事を頑張って人生を楽しむ
②看護師
③家族・友達
なにがあってもずっと一緒に居てくれ

①夢・抱負
②子どもの頃の夢
③「ありがとう」を伝えたい人へ

実行委員インタビュー

令
和
７
年

二
十
歳

二
十
歳

二
十
歳

て、そばにいてくれて
ありがとう！ 
これからも迷惑
かけると思うけ
どよろしくです★

ありがとう。
お父さんとお母さん
のような素敵な大人
になれるよう、努力
していきます！

たくさん迷 惑かけ、
たくさん頼ってばか
りの 20 年間でした
が、これからは頼ら
れる人になれるよう
頑張りたいです！
もちろん、これから
もたくさん頼ります 
　　 が、 こ の 先 も 
　　ずっとよろしく 
　　 お 願 い い たし 
　　　　ます。

した。これまでに
積 んで きた 経 験
は、自分の人生に
必要なものばかり
だと思います。こ
れから少しずつ恩
返しをして行こう　　 
 　　と思います。　 
 　　　だいすき‼️
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二十歳のつどい開催二十歳のつどい開催 二十歳の皆さん
おめでとうございます

令和7年「いいね「いいね！！」　がたくさん」　がたくさん

境町の桜スポット境町の桜スポット

松岡町公民館
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